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要　旨
　最 近、 日本 で も注 目を浴 びているナ ンセ ンス絵本 についての研究 を深 めてい
きたい。 なかで も歴史 的に大 きな影響 を与 えて きたエ ドワー ド・リアやハ イ ン
リヒ ・ホ フマ ンの作 品を研究 する ことで、 ナ ンセ ンス絵本 の意義 や魅力 を探 っ
てい く。 さ らにナ ンセ ンス絵本 が絵本 セ ラピー としてどのよ うな効果 や影響 が
あ るのかを実践 を もとに述 べていきたい。
キー ワー ド ナ ンセ ンス絵 本 、 ビブ リオ セ ラ ピー(読 書 療 法)、 絵 本 セ ラ ピー、
エ ドワー ド ・リア、 ハ イ ン リヒ ・ホ フマ ン
は じめ に
　 最 近 、 ナ ンセ ンス絵 本 が 日本 で も注 目 され 始 めて い る。 そ の ナ ンセ ンス絵 本
とは ど の よ うな絵 本 の こと を指 す のか 、 定 義 は曖 昧 で 明 確 で な い。 本 研 究 で は
歴 史 的 に ナ ンセ ンス絵 本 の誕 生 か ら現 代 まで の ナ ンセ ンス絵 本 の 推 移 を 探 りな
が ら、 ナ ンセ ンス絵 本 につ いて 述 べ て い き た い。 特 に、 エ ドワ ー ド ・リアの 絵
本 が ナ ンセ ンス絵 本 と して 知 られ て い るが 、 それ は どの よ うな絵 本 で あ っ たの
か 、 リア の著 作 を もと に ナ ンセ ンス絵 本 の分 析 を して い き た い。 ま た、 ドイ ツ
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のハ イ リヒ ・ホ フ マ ンの 『も じ ゃ も じゃペ ー ター』 の 絵本 に つ いて も触 れ た い。
その よ うな ナ ンセ ンス絵本 が ビブ リオ セ ラ ピー(読 書 療 法)ま た は絵 本 セ ラ ピー
と して ど の よ うな効 果 が あ る のか 、 い くつ か の 実 証 的 な研 究 を も と に考 察 して
い き た い。
　 なぜ 、 ナ ンセ ンス絵 本 が 注 目 され 始 め たの か 、 その ナ ンセ ンス絵 本 に秘 め ら
れ た ユ ー モ アや 奇 想 天 外 な ア イ デ ア を、 作 品 を通 して 紹 介 して い き た い。 日本
で はユ ーモ ア 的 な絵 本 が す べ て ナ ンセ ンス絵 本 と して 呼 ば れ て い る現 状 が あ る。
本 来 、 ナ ンセ ンス絵 本 と は何 か を考 え なが ら、 改 めて ナ ンセ ンス絵 本 の 本 質 を
探 って い き た い。
　 エ ドワ ー ド ・リアが 表 現 したか った ナ ンセ ンス絵 本 の 本 質 と は何 か 、 ま た伝
え たか った メ ッセ ー ジと は何 か 、 な ど を考 え る こ と に よ って 、 ナ ンセ ンス絵 本
が 人 々 に伝 え たか った ものが 明 確 に な って くる と思 わ れ る。
1　 ナ ン セ ン ス絵 本 につ いて
(1)ナ ンセ ンス絵 本 と は
　 『リアの　 ナ ンセ ンスの 絵本 』(ほ るぷ 出版)に よ る と、 『ナ ンセ ンスの絵 本 』
は エ ドワ ー ド ・リア が1846年 に、 本 文 も挿 絵 も2巻 本 で刊 行 さ れ、 そ れ か ら
1899年 の27版 まで 刊 行 され 続 け た と記 され て い る。 この エ ドワ ー ド ・リアの 本
書 が 、 ナ ンセ ンス絵 本 の 口火 と な った こと は事 実 で あ る。 この 当 時 と して は、
本 書 が27版 まで 出版 され た こと を考 え る と、 評 価 もか な り高 か っ た こ とが 推 察
で き る。
　 そ もそ もナ ンセ ンス絵 本 の源 流 は、 ナ ンセ ンス文 学 に あ り、 その ナ ンセ ンス
文 学 の古 典 は イ ギ リス に集 中 して い る。 マザ ー ・グ ー スの 童 謡 集 もそ うだ が 、
エ ドワ ー ド ・リア は そ の 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 を初 め とす る著 作 で 発 表 され た
多 数 の リメ リ ック(五 行 俗 謡)の 詩 に よ って 、 上 記 の 二 っ の 流 れ を 合 わ せ た近
代 的 な ナ ンセ ンス文 学 の大 衆 化 を促 進 した と言 わ れ て い る。
　 この よ うな流 れ を引 き継 いだ のが ル イ ス ・キ ャロル で あ り、 彼 の 児 童 文 学 作
品 『不 思 議 の国 の ア リス』(1865年)、 『鏡 の 国 の ア リス』(1871年)は ナ ンセ ン
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ス文 学 を世 界 的 に広 め た と言 え る。 この よ うな点 で 、 エ ドワ ー ド ・リアの ナ ン
セ ンス絵 本 は、 ナ ンセ ンス文 学 に も大 き な影 響 を与 え て い る こ とが わ か る。
　 まず 「ナ ンセ ンス」(Non-sense)と い う こ とば は ど の よ うな 意 味 が あ るの か。
一 般 的 に は 「セ ンス」(Sense
,知 覚 、 意 味 、 分 別 な ど)の 否 定 形 で あ り、 言 葉
の上 で の 「ナ ンセ ンス」 は 「意 味 の な い もの」 「馬 鹿 げた も の」 を指 して い る
が 、 ナ ンセ ンス文 学 が ク リエ イ テ ィブ(創 造 的)で あ る ため に は知 性 的 な 厳 密
と方 法 とを必 要 とす る ので あ る。 読 者 か ら 「意 味 の な い もの 」 「馬 鹿 げ た もの」
と思 われ て いて も、 文 学 と して ナ ンセ ンスの 世 界 で は論 理 の 法 則 が 無 視 され 、
せ いぜ い我 々 の理 解 を超 え た、 な にか 不 可 解 な もの が 存 在 す るの だ と い う こ と
が ほ の めか され る に留 ま る ので あ る。 こ こが フ ァ ンタ ジー と は異 な って い る と
ころで あ る。 つ ま り、 フ ァ ンタ ジー作 品 にお いて は、 魔 術 は あ る不 思 議 な 現 象
を、 それ が 作 品 の 中で なぜ 起 こる のか を論 理 的 に説 明 で き る もの と して 採 用 さ
れ て い る ので あ る。 この よ うに フ ァ ンタ ジーの 世 界 で は、 論 理 的 に も計 算 され
つ く した面 が 強 いが 、 ナ ンセ ンス文 学(絵 本)に は不 可 解 で 論 理 的 な法 則 もな
く、 ただ 不 思 議 な世 界 が 描 か れ て い る とい う次 元 の もの が 多 い。 しか し、 ど ち
らも読 者 を驚 か せ る よ うな 不可 思 議 なユ ーモ アを扱 って い るこ とに変 わ りはない。
　 「ナ ンセ ンス絵 本 」 が 人 に感 銘 を与 え るの は、 人 間 が 常 に何 に対 して も、 場
合 に よ って は それ が 存 在 しな い と ころ に まで 意 味 を求 め る生 き物 で あ るか らと
言 われ て い る。 つ ま り、 読 書 が 物 語 の中 で 想 像 の 翼 を広 げ、 何 の 矛 盾 もな くそ
の世 界 に は ま り込 ん で い くか らで あ る。 作 家 は読 者 を 自然、に その よ う な世 界 へ
と導 く術 を心 得 て い る。 ま た、 矛 盾 な く自然 に は ま り込 む よ うな絵 本 や 文 学 こ
そ、 す ば ら しい作 家 で あ り画 家 で あ る と いえ る。
　 「ナ ンセ ンス」 の多 くは本 質 的 に は ユ ー モ ア に属 す るが 、 そ れ は 「意 味 を 成
す 」 こ と に よ っ て面 白 み が 引 き出 され る大 多 数 の ユ ー モ ア とは反 対 に、 「意 味
を成 さ な い こと」 に よ って 成 立 す る ユ ー モ アで あ る。 この 「意 味 を 成 さな い こ
と」 の ユ ー モ アが 無 条 件 に人 に喜 びや 笑 い を誘 うの で あ る。
　 リア 自身 も 『EDWARD　 LEA'S　 NONSENSE　 OMNIBUS』(邦 題:り あ さん て、
どん な人?)み す ず 書 房 、 の あ とが き に次 の よ うに述 べ て い る。(P.252)
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「このささやかな本を世間に送るにあたって、前篇が広 く読まれ、各方面
か らも行為のある好評をいただいたことに、感謝の意を表 したい。か くも
多数の読者に無邪気な笑いを与えることができたのは、 じゅうぶん満足に
値するし、また深 く感謝する次第である。」
(2)ナ ンセ ンス絵 本(文 学)と フ ァ ンタ ジー文 学 の 違 い
　 ナ ンセ ンス文 学(絵 本)と フ ァ ンタ ジー文 学 の 違 いが ど こ に あ るの か が よ く
議 論 され る ことが あ る。 ほ とん ど似 て い る よ うで あ るが 、 実 は明 らか に違 った
面 もあ る。 そ の違 い を明 確 にす る ことで 、 ナ ンセ ンス文 学(絵 本)が よ り鮮 明
に な って くる と思 わ れ る。
　 次 に ナ ンセ ンス文 学(絵 本)と フ ァ ンタ ジー文 学 との 違 い を ま と めて み る と、
次 の よ うな こ とが 言 え る。 特 に フ ァ ンタ ジー文 学 につ いて は、『子 ど もの 本 の
歴 史 』(柏 書 房)のp.177か らp.188に 詳 し く述 べ られ て い る。
文学 と して の性格
ユ ー モ ア
特徴
役割
登場する生き物等
代表的な作品
ナ ンセ ンス文学(絵 本)
常識的な約束事や論理性を無視
意味を成 さないユ ーモ ァ
間違 った論理的帰結、不正確 さ、
文章 と絵 との間の矛盾、 不可解
な独断、 トー トロジー(同 義語
反復)な ど
ナ ンセ ンスな表現が作品の中で
役割を演 じて はな らない
パ ロデ ィや風刺、言 葉遊 びな ど
の表現が多い
「ナ ンセ ンス絵 本」、 マ ザ ー グ ー
ス の動 揺 集 、 『不 思 議 の 国 の ア
リス 」 『鏡 の 国 の ア リス 」 な ど
フ ァ ンタ ジ ー文 学
一貫性 と統一性が存在 し論理的
に説明 され る
ユーモアよりも超 自然的 な、幻
想的、空想的 な事象 を用 いるこ
とが多 い
奇妙 な生物、不思議 な世界観、
魔法 などが 出て きて もすべて論
理的 に説明で きる
論理的 に筋が通 って いれ ば役割
を取得で きる
不思議 な世界観、魔法 ・魔術、
人語 を しゃべ る動物 など
『ナ ル ニ ア 国 も の が た り」 『ホ
ビ ッ トの 冒険 」 「指 輪 物 語 』 「ゲ
ド戦 記 」 『モ モ』 な ど
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　 この よ うに違 い を挙 げて い くと、 ナ ンセ ンス文 学(絵 本)と フ ァ ンタ ジー文
学(絵 本)の 違 いが 明 らか に な って くる。 フ ァ ンタ ジー文 学(絵 本)が 超 自然
的 な要 素 を含 む 架 空 の世 界 や 魔 法 ・魔 術 な ど を扱 って い る こ とが 多 いの に対 し
て 、 ナ ンセ ンス文 学(絵 本)は ま った く意 味 を成 さ な い こ と に よ るユ ー モ ァが
描 か れ て い る こと に大 き な違 いが あ る。 ま た、 内 容 的 に見 て も論 理 的 に筋 道 が
通 って い る フ ァ ンタ ジー に対 して 、 ナ ンセ ンス は論 理 性 や 約 束 事 は一 切 無 視 し
て い る こと も大 き な違 い と言 え る。
2　 エ ドワ ー ド ・リアの ナ ン セ ン ス絵 本 と は
(1)エ ドワ ー ド ・リア につ いて
　 ナ ンセ ンス絵 本 を語 る上 で 、 エ ドワ ー ド ・リアの 著 作 は限 りな く大 き い もの
が あ る。 ま た ナ ンセ ンス絵 本 の創 始 者 と して も顕 著 な業 績 を 残 して い る。
　 最 初 に エ ドワ ー ド ・リア に っ い て の 人 物 像 を 『ナ ンセ ンス の絵 本 』(ち くま
文 庫)の 訳 者 あ とが き、 及 び 『ナ ンセ ンス の絵 本 』(ほ るぷ ク ラ シ ッ ク絵 本)
の奥 付 よ り述 べ た い。
　 エ ドワ ー ド ・リア は ロ ン ドンの北 に あ る ホ ロ ウ ェ イ と い う街 に生 まれ 、23人
の兄 弟 姉 妹 の20番 目 の子 ど もで あ る。 す べ て の 子 ど もが 同 じお 母 さん とお 母 さ
ん か ら生 ま れ て い るか ら、驚 くべ き事 実 で あ る。 父 親 は株 の仲 買 人 で あ った が、
エ ドワ ー ドの幼 少 の頃 、 父 親 が 詐 欺 で 投 獄 され 、 一 家 が 離 散 した ため に、21歳
年 上 の長 姉 に育 て られ る。
　 エ ドワ ー ドは15歳 で 商 業 画 家 と して ス タ ー トし、19歳 で ロ ン ドン動 物 園 の 画
家 とな った。 それ が き っか けで ダ ー ビー伯 爵 に見 込 まれ て 、 ノ ー ズ リー ・ホ ー
ル に4年 間 住 み 、 「ノ ー ズ リー動 物 園 』 と い う挿 画 を描 い た。 そ の ころ 友 人 か
ら リメ リ ック(五 行 俗 謡)の 挿 絵 本 を見 せ られ たの が き っか けで 、 コ ン ト風 の
5行 の童 謡 を 作 る こと を思 い つ き、 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 の詩 と絵 本 の 大 部 分
の絵 を描 いて 、 ダ ー ビー伯 爵 の孫 た ち を大 喜 び させ た と記 述 され て い る。
　 エ ドワー ドは、 ま た旅 行 家 と して 、 風 景 画 家 と して も有 名 で あ った 。 『挿 画
入 りイ タ リア紀 行 』 な ど を著 し、 ヴ ィク トリア女 王 の 絵 本 の 先 生 も務 め た こ と
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が あ る と記 録 され て い る。 彼 は、 徹 底 した人 間 嫌 いで 、 癩 痛(て ん か ん)と 喘
息(ぜ ん そ く)と い う持 病 が あ り、 内 向 的 で 人 並 み はず れ た大 鼻 を して い る こ
と もコ ンプ レ ック ス と しな が ら、 一 生 独 身 の ま ま、 サ ン ・レモ で生 涯 を 閉 じた。
最 後 は寂 しい人 生 だ った よ うで あ る。
　 彼 の母 が 出産 に疲 れ 、 病 気 が ち な エ ドワ ー ドの 面 倒 も見 なか っ た ため に、 不
幸 な 子 ど も時代 を過 ご した よ うで あ る。健 康 的 で愛 情 あ ふ れ る家庭 に育 た なか っ
たせ いか 、 終 生 、 彼 は理 想 の子 ど も時 代 に あ こが れ 続 け、 常 識 的 な 行 動 を 解 さ
な い子 ど もに 自 己 を投 影 し、 子 ど もの た め に ナ ンセ ンス な詩 を 創 り、 大 人 の 世
界 は くだ らな い と作 品 を通 して 主 張 して き た。 この よ うな面 は、 彼 が 社 会 の 既
存 秩 序 へ の反 発 の エ ネ ル ギ ーが 秘 め られ て い る と見 て よ いだ ろ う。
　 この よ うに彼 の育 った環 境 や 生 い立 ち な ど を振 り返 る こ と に よ り、 エ ドワ ー
ド・リア の人 間性 や作 品 の背 景 を知 る こ とが で き る。 また エ ドワ ー ド ・ リア に
は持 病 が あ り、 徹 底 した人 間 嫌 いで あ った よ うに、 フ ァ ンタ ジー文 学 で 知 られ
る ル イ ス ・キ ャロ ル も吃 音 や 肺 病 な ど の持 病 が あ り、 エ ドワ ー ドと同 じよ う に
か な り個 性 的 な性 格 で あ った ことが 知 られ て い る。
(2)『 ナ ンセ ンス の絵 本 』 に つ い て
　 で は、 エ ドワ ー ドの 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 につ いて 、 彼 が どの よ う に作 品 の
中で 表 現 して い る のか を見 て い く ことで 、 ナ ンセ ンス絵 本 の 持 って い る特 長 や
形 式 な ど を理 解 す る手 助 け に な る と考 え られ る。
　 まず 、 エ ドワ ー ドの 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 は 日本 で は い くつ か の 出 版 社 か ら
出 され て い る。 しか し、 いず れ も現 在 は絶 版 に な って お り、 い ろ い ろ な図 書 館
の所 蔵 を調 べ て 取 り寄 せ る しか な い のが 現 状 で あ る。
　 こ こで は 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 の ち くま文 庫 、 岩 波 書 店 、 ほ るぷ 出 版(ほ る
ぷ ク ラ ッシ ッ ク絵 本)の3冊 を取 り上 げ る。 いず れ も訳者 は柳 瀬 尚 紀 氏 で あ る。
ど の本 も取 り上 げて い る作 品 は少 しず っ 異 な って い る。 ち くま文 庫 と ほ るぷ 出
版 は カ ラー印 刷 で あ る の に対 して 、 岩 波 文 庫 は カ ラ ー に な って いな い。 ただ 、
岩 波 文 庫 は そ の ペ ー ジに絵 と リメ リ ック(五 行 俗 謡)の 詩 が 掲 載 され て い るの
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に対 して 、 他 の2冊 は そ の原 文 の詩 は巻 末 に紹 介 され て い る。 それ ぞ れ 出 版 社
の特 徴 が 出て いて 興 味 を感 じ られ る もので あ る。
　岩 波 文 庫 は 白黒 で は あ るが 、 絵 を見 なが ら詩 を同 じペ ー ジで 見 る こ とが で き
るか ら、絵 の特 徴 もっ か み や す い。 一 方 、他 の2冊 は絵 に主 眼 が 置 か れ て い て、
カ ラー で あ るか ら、 そ れ だ け に絵 本 的 な性 格 が色 濃 い もの に な って い る。3冊
と もに、 絵 の下 に柳 瀬 氏 の翻 訳 が つ いて い る。 彼 の 訳 で す ば ら しいの は、 原 詩
と同 じ く訳 詩 で 韻 を踏 む よ うに して い る と こ ろで あ る。
　 この本 は エ ドワー ドに よ る リメ リ ック集 で、 つ ま り リメ リ ック(limerick)
とは、a-a-b-b-aと 韻 を踏 む5行 の戯 れ 歌 を さす 。 これ は この 詩 形 は英 詩 に しか
み られ な い と言 わ れ て い る。 ア イ ル ラ ン ドに同 名 の 土 地(現 在 の 州 、 州 都)が
あ るが 、 発 祥 も名 称 の 由来 も定 か に は な って い な い。
　次 に 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 か ら数 点 を取 り上 げて 考 察 す る こ と にす る。 も っ
と も代 表 的 な リメ リ ック と して 、
最 初 の ペ ー ジに挙 げ られ て い る も
の を紹 介 した い。 ※ 『ナ ンセ ンス
の絵 本 』(岩 波 文 庫 、p.6)、(ち
くま文 庫 、p.6)、(ほ るぷ 出 版 、
p.3)
　 この絵 を見 るだ けで も、 た いて
い の人 は笑 い転 げ るだ ろ う。 まず
ひ げが人 並 み はず れ て大 きいか ら、
フ ク ロ ウ、 メ ン ドリ、 ヒバ リ、 ス
ズ メが 鳥 の巣 と勘 違 い して 引 っ越
して きて い る。 この絵 の男 性 の表
情 も実 に愉快 で、両手 を後 ろに ま っ
す ぐ上 げて 、 両 足 もそ ろえ て 突 っ
立 った ま まで 、 椅 子 か ら乗 り出 し
た格 好 が 滑 稽 に思 え る。
　 ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　じまん
その人なに しろお ヒゲがご自慢
　 　 　 　 　 　 な
「こん な ことにわ しゃ馴 じまん!
　 　 　 　 に　わ　　　　　　　　　　いちわ
　 フク ロウニ 羽 にメ ン ドリー羽
　 　 　 よんわ　　　　　　　　　　　　いちわ
　 ヒバ リ四羽 に ミソ ッチ ョー羽
ひ　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　ふまん
引っ越 しきおってわ しゃ不満!」
There was an Old Man with a beard, 
Who said,  'It is just as I  feared!-
Two Owls and a Hen, 
Four Larks and a Wren, 
Have all built their nests in my beard!'
『ナ ンセ ンスの絵本』岩波文庫、p.6
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　 この絵 に、 や は り この男 のせ りふ が あ り、 それ を読 む こ と に よ って そ の 笑 い
は よ りい っそ う助 長 され る。 この男 は こん な に も長 い ひ げを して い た ら、 鳥 の
巣 と勘 違 い され る と思 って い た と ころ に、 鳥 が や って き たか ら余 計 にユ ー モ ア
を誘 うので あ る。
　 お そ ら く、 エ ドワ ー ドは絵 だ け を見 て も面 白 い工 夫 を して い るが 、 そ れ を リ
メ リ ック の韻 を踏 む詩 を同 時 に読 む ことで 、 面 白 さ を誇 張 して い る よ う に思 え
る。 男 性 の 目や 鼻 な ど もユ ニ ー クで 、 飽 き さ さ な い絵 と な って い る。 そ れ だ け
隅 々 まで 絵 を じ っ く り見 せ るだ け の絵 の才 能 が あ る こ とが 理 解 で き る。
　 次 は 、 と て も足 の長 い 男 が 歩 い て い る絵 で あ る。 ※ 「ナ ンセ ン スの 絵 本 』
(岩 波 文 庫、p.74)、(ち くま文 庫 、　p.54)、(ほ るぷ 出版 、　p.15)
　 この絵 に 出て くる脚 の長 い男 は、 コ ブ レ ンッ 出身 で 、 注 釈 に は コ ブ レ ンッ と
は ドイ ッ の西 部 の都 市 で 、 ライ ン
川 とモ ー ゼ ル川 の合 流 点 と な って
い る。 この よ うに地 名 を 出す こと
で 、 読 者 は本 当 に この よ うな男 が
い る よ うな錯 覚 に陥 る ので 面 白 い
と思 われ る。 エ ドワ ー ドが 合 流 し
て い る川 の コブ レ ンッ の地 を意 識
して、 この よ うな絵 を描 い た ので
あれ ば、 この発 想 はす ごい と考 え
られ る。
　 この詩 の 中で 、 足 の長 さが け た
違 いで 、 トル コと フ ラ ンス を一 跨
ぎ、 とい う部 分 で み ん な を あ っと
驚 か す と言 って い ます が 、 そ の通
りだ と思 います。 またそ のス テ ィ ッ
ク も長 い こと長 い こと。
　 世 の 中 に は この よ うな足 の長 い
　 　 　 　 おとこ　　あし　　なが　　　　なが
コブレンッの男の足は長いも長いも
　 　 　 　 　 ちようながながいも
まったくもって超長長芋
　 　 　 　 そと　　あしながかたぎ
　 トルコの外へ足長気質
　 　 　 　 　 　 ひとまた
　 フ ランスまで も一 跨 ぎ
　 　 おどろ　　めい　　おい
びっくり驚 く姪 も甥 も
There was an Old Man of Coblenz, 
The length of whose legs was immense; 
He went with one prance, 
From Turkey to France, 
That surprising Old Man of Coblenz.
Coblenz(K・)　ドイツ西部の都市.ラ インnrとモーゼル川の合流点.
　 　 「ナ ンセ ンス の絵 本 』 岩 波 文 庫 、p.74
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男 が い な い と い う こと はわ か って い る。 で も、 も し、 そ うい う男 が い た と した
ら、 国 を ひ と跨 ぎで き るか も しれ な い。 あ ま りに も超 自然 的 な絵 が 、 見 た瞬 間
に読 者 を驚 か せ 笑 い の渦 にす る。 これ が ナ ンセ ンス絵 本 の 魅 力 か も しれ な い。
　 次 に紹 介 す るの は、 髪 の毛 が ど こ まで も伸 び る女 性 の 話 で あ る。(※ 『ナ ン
セ ンス の絵 本 』(岩 波 文 庫p.152)
　 この絵 で は、 少 女 の髪 が 近 くの
木 や遠 くの海 の上 の船 まで も伸 び
て い くほ ど髪 が 拡 が って い る。 髪
の毛 も、 えん ど うの ッ ル を思 わ せ
る よ うに カ ー ル に な って いて 、 何
にで も巻 きつ くよ うに な って い る。
娘 の 名 前 がFirleで 、 巻 きつ くの
がcurl、 木 がtreeで 、 海 がseaの
よ うに、a-a-b-b-aの よ う な韻 を踏
ん で い る ことが わ か る。
　 この よ うに 「ナ ンセ ンスの絵 本』
か ら何 点 か 選 ん で 分 析 す る と、 共
通 して 感 じ られ る要 素 を含 ん で い
る。 現 実 の生 活 で は起 こ りえ な い
超 自然 的 な人 間の 姿 を描 いて い る。
そ こに は虚 構 の世 界 で は あ るが 、
　 　 　 むすめきがる　　きがる
ファールの娘 気軽 も気軽
かみ　　　　　　　　　　かわい
髪のカールを可愛がる
　 笠未へぐるぐる
　 うみ　　　　へめぐ
　 海をも経回る
壌の髪の鞍が議 がる
There was a Young Lady of  Firle, 
Whose hair was addicted to curl; 
It curled up a tree, 
And all over the sea, 
That expansive Young Lady of  Firle.
Firle　サセックス東部.名 はrオ ーク樹の茂る地」の意,
　 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 岩 波 文 庫 、p.152
何 か し らユ ー モ ア と笑 いが 潜 んで い る。時 に はエ ドワー ドは言葉 遊 び、 パ ロデ ィ、
社 会 的 な風 刺 な ど、 これ ら も 「意 味 を成 さ な い」 ユ ー モ アで あ る と解 され る。
この よ うな ユ ー モ ア に子 ど も達 はす ぐに引 き込 まれ て い くの で あ る。
　 最 初 に述 べ た よ うに、 エ ドワ ー ドは リメ リ ックの5行 詩 が あ って そ れ に絵 を
添 え る ことで 、 よ りユ ー モ アが 感 じ られ る よ うに配 慮 して い る こ と と、 詩 そ の
もの も リズ ムが あ り、 読 み や す い詩 に な って い る こ とが 理 解 で き る。
　 エ ドワ ー ド自身 、 この よ うな絵 本 か ら得 た収 入 の ほ とん ど を貧 しい人 々 に分
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け与 え た と い う記 述 が 残 って い る こと もエ ドワ ー ドの 人 間 性 を物 語 って い る。
　で は、 エ ドワ ー ドの他 の作 品 につ いて もナ ンセ ンス絵 本 の 特 徴 を つ か ん で い
る こ とをみ て み よ う。
(3)ノ ンセ ンス ・ソ ング
　 この ノ ンセ ンス ・ソ ング は、 挿 絵 よ り詩 を 中心 と した もの に仕 上 が って い る。
こ こで は登場 す る生 き物 を擬 人 化 させ 、 会話 した り、 歌 を歌 った りさせ て い る。
そ して 詩 の最 後 に はか な らず 同 じフ レー ム に な る よ うに して い る。 これ は ソ ン
グ だか ら、 そ うい う形 式 を と って い る よ うに思 え る。 で も詩 と して は、 とて も
美 し く、 メル ヘ ンチ ッ クに 描 か れ て い る の が 印 象 的 で 、 『ナ ンセ ンス の絵 本 』
の よ うに、 超 自然 的 な登 場 人 物 や 生 き物 は登 場 して い な い。 とて も美 しい詩 に
仕 上 が って い る と いえ る ので は な いだ ろ うか 。
「ふ くろ うと小 猫 」 で は次 の よ うな詩 に な って い る。
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　 この詩 は ノ ンセ ンス ・ソ ング と あ る よ うに、 全 体 の 形 式 が 、 行 数 、 繰 り返 し
の フ レー ム な ど、 や は り詩 で あ りなが ら動 揺(わ らべ 歌)を 意 識 して 作 られ た
もので あ る こ とが理 解 で き る。 マ ザ ー ・グー ス も意 識 して い た のか も しれ な い。
恐 ら く、 エ ドワ ー ドは この ノ ンセ ンス ・ソ ング を子 ど もた ちが 歌 を 歌 いな が ら
遊 ん だ り喜 ん だ りで き る よ うに作 詞 した もの で あ る こ とが 想 像 で き る。
　 この 「ノ ンセ ンス ・ソ ン グ』(思 潮 社)の 巻 末 で エ ドワ ー ドは、 前 述 した
『ナ ンセ ンス の絵 本 』 は 「知 人 や有 名 人 に対 す る風 刺 の意 図 は全 くな い」 と述
べ て い る。 イ ギ リス文 学 の特 徴 が ユ ー モ アで あ る よ うに、 エ ドワ ー ドの 作 品 は
ユ ー モ ア と い うよ り、 「か い ぎ ゃ く」 「笑 い」 の 精 神 を含 ん で い る と も評 され て
い る。 しか もパ ロ デ ィの精 神 も盛 り込 ん で い る と され て い る。 エ ドワ ー ドの リ
メ リ ック(5行 俗 謡)は 、 いか に5行 の中 に韻 を踏 み なが ら、 ユ ー モ ァや 笑 い
を盛 り込 むか が 最 大 の焦 点 で あ った。 そ うい う意 味 で 、 この ノ ンセ ンス ・ソ ン
グ の詩 を よむ と理 解 で き る と思 わ れ る。
(4)カ ング ル ・ワ ング ル の ぼ う し
　 この絵 本 は、1969年 に ヘ レ ン ・オ ク セ ンバ リーの 絵 に よ って 作 成 され た もの
で あ るが 、 日本 で は ほ るぷ 出版 か ら1975年 に 出版 され て い る。 ほ とん どが 絵 か
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ら構成される絵本で、文章はきわめて少ない。絵はエ ドワー ド自身ではないの
で、詩を中心にお話の全体を示すと次のようである。
ホ ッ トケ ー キ に 　そ っ く りの
お い しい おか しの 　 は をつ け た
ク ラ ンペ テ ィの　 木 の うえ に
カ ング ル ・ワ ング ルが 　す わ って た。
けが わ の ぼ う しに　 か くれ て て
か お は、 だ れ に も　 見 え や しな い
や た ら　で っか い 　 ぼ う しに は
リボ ンや 　 レー ス　 す ず 　つ けて
これ じ ゃ　 と って も　 見 え や しな い
カ ング ル ・ワ ング ル の 　か お なん て ・ ・ ・ …　 　 。
ク ラ ンペ テ ィの　 木 の うえ で
カ ング ル ・ワ ング ル は、　 ひ と りご と。
「ぼ くが い ち ばん 　す き な の は
ジ ャム に 　 ゼ リー に 　パ ンな の さ!
だ け ど 　 この木 に　 す ん で み て
は っき り　 ぼ くは、 し った の さ。
こ こへ は 　だ れ も　 きて くれ な い。
こん な く ら しは、 つ ま らな い」
ク ラ ンペ テ ィの木 を　 み つ け
カ ナ リア た ちが 　や って きて
「こん なす て き な　 ば し ょなん て
い ま まで 　 い ち ど も　 見 た こと な い!
あ な た の きれ い な　 お ぼ う しに
わ た した ち の　 す を 　つ く らせ て 。
す て き な あ な た に　 ぴ った りの
わ た した ち の　 す を 　つ く らせ て 。
お ねが い、 カ ング ル ・ワ ング ル さん!」
(44)
ク ラ ンペ テ ィの　 木 の ほ うヘ
コウ ノ トリや ら　 あ ひ るや ら
フ ク ロ ウ に 　ハ チ に 　 カ タ ッ ム リ。
か え る の あ とか ら　 ふ らふ らと
コル ク ぬ きみ た い な　 足 を した
フ ラフ ラ ドリまで 　や って き た。
「あ な た の きれ い な　 お ぼ う しに
ス イ ー トホ ー ム を 　つ く らせ て 。
お ねが い 　 カ ング ル ・ワ ング ル さん!」
それ か ら　 金 ぴか ライ チ ョウや
足 ゆ び の な い　 ボ ブ ルや ら
ギ リ シ ャ生 まれ の　 こ ぐまや ら
き らき らお は な の 　 ドングや ら
フ ル ー トをふ く　 青 ひ ひや
トル コか らき た 　 こ う しや ら
は った りね ず み や 　 び っ く り こ う も り
カ ング ル ・ワ ング ル の　 ぼ う し見 て
みん なで 　 く らそ うと　 や って き た。
ク ラ ンペ テ ィの　 木 の うえ で
カ ング ル ・ワ ング ル は、　 ひ と りご と。
「みん な そ ろ って 　お ど った ら
どん な に 　 た の しい ことだ ろ う!」
む らさ き い ろ した 　月 の よ る
青 ひ ひ のふ く　 フ ル ー トで
ゆか い な お ど りが 　つ づ き ます
み ど りの 　 ま あ る い 　 は の うえ で ・ ・ ・・・・ 。
カ ング ル ・ワ ング ル も　 い っ し ょに　 ね 。
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　 この絵 本 は 内容 を読 む と大 体 わ か る と思 うが 、 エ ドワ ー ドが ナ ンセ ンス絵 本
の最 初 に書 い て い た 文(『 ナ ンセ ンス の 絵 本 』 岩 波 文 庫 、p.6)に つ い て、 そ
れ を お話 風 に広 め た よ うな感 じ もす る。 少 しメル ヘ ンチ ック な面 も あ るが 、 や
は りカ ング ル ・ワ ング ルが 何 者 で あ るか 。 帽 子 が 大 きす ぎて 、 本 人 は ま っ た く
見 え な い。 ただ 見 え る の は腰 か ら下 か 、 胸 か ら下 の 部 分 だ けで あ る。
　 この作 品 か ら もエ ドワ ー ドの ナ ンセ ンス絵 本 の 特 徴 が 垣 間 見 え る。 ナ ンセ ン
ス絵 本 と して この絵 本 の特 徴 を ま と め る と次 の よ うな こ とが 言 え る。
① 普 段 の生 活 に は な い よ うな ものが 登 場 。 超 自然 的 な存 在 が 中 心 とな る。
　 カ ング ル ・ワ ング ルが 毛 皮 の ものす ご く大 き な帽 子 の 中 に い る。 顔 もわ か ら
な い。 この よ うな不 思 議 な設 定 に子 ど もを引 き込 む 魅 力 が あ る。
② 次 々 に楽 しい展 開 が 待 って い る
　 カ ング ル ・ワ ング ル の毛 皮 の帽 子 に、 カ ナ リヤ、 コ ウ ノ トリ、 フ ク ロ ウな ど
の鳥 が 次 々 に巣 を作 りにや って くる。
③ あ りえ な い よ うな生 き物 な ど を登 場 させ る
　 きん ぴか の ライ チ ョウ、 足 の指 の な い ボ ブル(ナ ンセ ンス ・ソ ング に登 場 す
る足 指 の な い生 き物)、 は った りね ず み な ど。 これ は、 よ り お話 を盛 り上 げ る
た め の誇 張 表 現 で あ る。
④ 最 後 に は、 子 ど もた ち を愉 しませ て 終 結 に導 いて い る
　 みん な で お ど った り、 フル ー トを吹 いた り して楽 しい情 景 を醸 し出 して い る。
⑤ 全 体 と して ほ の ぼ の と した ユ ー モ アが 感 じ られ る よ うに設 定 して い る
3　 『も じゃ も じゃペ ー タ ー』 の 絵 本
　 エ ドワー ド ・リア の絵 を見 て い る と、 ドイ ツで 出版 され た 「も じ ゃも じ ゃペ ー
タ ー』 を思 い 出 させ る よ うな印 象 を受 け る。 この 本 はハ イ ン リ ッ ヒ ・ホ フ マ ン
に よ って、1845年 に 出版 さ れ 、 実 に160年 以 上 も世 界 の 子 ど も達 に読 ま れ て き
た。 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 が1861年 に 出版 さ れ て い る こ とか ら、 『も じゃ も じゃ
ペ ー ター』 の絵 本 は それ 以 上 も前 に 出版 され た こ とが わ か る。 だ か ら、 実 は ナ
ンセ ンス絵 本 の 最 初 は、 この 『も じゃ も じ ゃペ ー タ ー』(ほ るぷ 出版)が 始 ま
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りで は な い か と い う方 もい る。 こ の本 の作 家 の ホ フ マ ンは精 神 科 医 で あ り、3
歳 半 の子 ど もの た め に描 い た絵 本 と され て い る。 しか も、 自分 で 描 い た詩 や 絵
を石 版 に描 き写 す 石 版 工 や 手 で 彩 色 す る人 た ち を厳 し く監 督 しなが らこの 本 を
完 成 させ た と あ る。 ホ フ マ ンは精 神 科 医 だ け あ って 、 児 童 の 心 理 を よ くと らえ
て いて 、 子 ど もた ちが 「怖 い、 怖 い!」 と言 い なが ら何 度 も読 み たが っ た絵 本
と して も有 名 で あ る。 しか も世 界 中 で 翻 訳 され た人 気 絵 本 で もあ っ た。
　 この絵 本 に は10篇 の物 語 が 入 って い るが 、 「ナ ンセ ンス の 絵 本 』 とは異 な る
のが 、 最 初 の 「も じ ゃ も じ ゃペ ー タ ー」 以 外 は何 枚 か の 絵 と挿 絵 が あ る と こ ろ
で あ る。 次 は最 初 の ペ ー ジの 「も じ ゃ も じゃ ペ ー タ ー」 で あ る。
Lも じゃ も じ ゃペ ー タ ー
ごらん よ　 ここにい る　 この こを
うへ え!　 もじゃもじゃペーターだ!
りょうての 　つめは　 1ね ん も
きらせ ないか ら　のびほ うだい
かみ にも　くしを　 いれさせない
うへ え!　 と　だれ もが 　さけんでる　 　 　②
きたない　 もじゃ もじゃペーターだ!
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　 この よ うな絵 本 の文 を読 ん だ ら、 ホ フ マ ンが この 絵 本 を 通 して 子 ど も た ち に
しっ け を させ る よ うな 「しっ け絵 本 」 と して の 性 格 も持 って い る こ とが 理 解 で
き る。 ま た、 この本 は佐 々木 田鶴 子 さん が 翻 訳 して い るが 、 や は り日本 語 に翻
訳 した文 も韻 をふ ん で い る と ころが す ば ら しい点 と思 わ れ る。 この 絵 本 の 詩 は
リズ ムが あ り躍 動 感 が あ る。
　 そ の名 前 が も じ ゃ も じ ゃペ ー タ ー と い うだ け あ って 、 っ め は1年 も切 らな い
か ら髪 の よ うに伸 びて い る。 頭 の毛 は櫛 で とか な いか ら、 ぼ うぼ うの 伸 び放 題 。
この ペ ー ジが 最 初 に あ るだ けで 、 なん と奇 妙 で 変 わ っ たお 話 だ と、 子 ど も た ち
を惹 き付 け るの で あ る。 そ して 次 に 「わ るぼ うず フ リー ド リッ ヒの お は な し」
(p.3　 p.5)が 掲 載 され て い る。
2　 わ る ぼ うず フ リー ドリ ッ ヒのお は な し
フ リー ドリ ッ ヒ、 フ リー ドリ ッ ヒ
ほん と に 　 こま った 　わ る ぼ うず!
ハ エ を 　っ か まえ て は 　 はね を 　む し り
いす は 　ぶ っ こわ す し　 と りは 　ぶ っ こ ろす
ネ コだ って 　ひ ど い め に 　 あわ され た
そ の うえ 　 な に を 　 した とお も う?
む ちで 　 グ レー トヒェ ンを 　 た た い たん だ!
お お き い イ ヌが 　み ず のみ ばで
みず を　 ぴ ち ゃぴ ち ゃ　 のん で い た
そ こへ 　 こ っそ り　 フ リー ドリ ッ ヒ
む ち を 　か たて に 　 しの び よ る
む ち を 　ふ るえ ば 　イ ヌ は 　 ほえ たて る
それ で も　 か まわ ず 　 さ らにぶ っ
と うと う　 イ ヌ は 　フ リー ドリ ッ ヒの
あ しに　 が ぶ りと　 か み っ い た
あ ばれ ん ぼ うの　 フ リー ドリ ッ ヒ も
お お ごえで 　 ワ ア ワ ア　 な きだ した
(48)
フ リー ドリ ッ ヒは 　ベ ッ ドの なか
あ しが い た くて た ま らな い
そ の うえ 　み に き た 　 お い しゃ さん に
にが あ い 　 くす りを 　の ま され た
フ リー ドリ ッ ヒの　 テ ー ブ ルで は
イ ヌが 　す わ って 　 ケ ー キや ら
レバ ー ・ソ ー セ ー ジや らを 　 ば くっ いて
そ の うえ 　ワ イ ンまで 　のん で い る
　 ホ フ マ ンは この本 を3歳 半 の息 子 の た め に書 い た と い うこ とだ が 、 そ れ に し
て も笑 い の ユ ー モ ア の質 と い い、 起 承 転 結 を しっか り踏 まえ たお 話 の 構 成 に は
驚 くべ き ものが あ る。 前 半 は子 ど も自身 が もって い る残 虐 性 と い う もの を 描 い
て い る。 子 ど もは時 と して 残 酷 な行 動 で も平 気 で 行 うこ とが あ る。 こ こで は紹
介 して い な いが 、 絵 本 の絵 が 今 まで の絵 本 に は な い構 図 で 、 上 か ら下 へ 流 れ る
よ うに時 系 列 で 、 お話 に 出て くる場 面 が 描 か れ て い る。 しか もどの ペ ー ジも単
調 で な く変 化 が あ り、 絵 本 の基 本 で あ る絵 の 部 分 と文 が は っ き りと見 や す く配
列 され て いて 見 事 と しか 言 い よ うの な い 出来 栄 え で あ る。 この 絵 本 の ど こが ナ
ンセ ンス絵 本 の要 素 が あ るのか。 それ は、 結 末 の5ペ ー ジに あ るよ うに、 フ リー
ドリ ッ ヒの行 い の顛 末 が あ ま りに も劇 的 で 、 死 に そ うに寝 て い る姿 と、 お い し
そ うに食 べ て い る イ ヌ の対 比 の絵 が それ を示 して い る。 本 来 、 イ ヌ は テ ー ビル
で 食 事 しな い し、 人 間 の よ うに き ちん と座 って 、 皿 の ケ ー キや ソ ー セ ー ジを 食
べ て い る絵 は ナ ンセ ンス そ の もので あ る。 この ユ ー モ アを お 話 の 落 ち と して 採
用 して い る と ころ も、 ホ フ マ ンの物 語 の構 成 上 か ら も素 晴 ら しい点 で あ る。
　 ホ フ マ ンは この絵 本 の ほか に も3冊 の絵 本 や 詩 集 も出 して い る。
　 ホ フ マ ンが エ ドワ ー ドと違 うの は、 前 述 した① の 超 自然 的 な登 場 者 で はな い
と ころが 違 って い る。 それ 以 外 の② ～ ⑤ まで は同 じよ うな要 素 を 含 ん で い る と
い え る。
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4　 ナ ン セ ン ス絵 本 の 特 徴
　 こ こまで エ ドワ ー ド ・リア の作 品 を中 心 に ナ ンセ ンス絵 本 にっ いて 述 べ て き
た。 ま たハ イ ン リ ッ ヒ ・ホ フ マ ンの 「も じゃ も じゃペ ー タ ー』 も エ ドワ ー ドと
同 じよ うに 日本 の ナ ンセ ンス絵 本 に大 き な影 響 を与 え て き た。 日本 の 絵 本 にっ
いて は後 述 す るが 、 こ こで ナ ンセ ンス絵 本 の 特 徴 につ いて 述 べ て み た い。
　 ナ ンセ ンス絵 本 は確 か に ユ ー モ ア を扱 い、 子 ど もた ちの 笑 いを 誘 うの は あ く
まで も上 質 な笑 いで あ って 、 単 な る そ の場 限 りの 面 白 さで な い こ とが わ か る。
それ は エ ドワ ー ドが19世 紀 の イ ギ リス の最 大 の 詩 人 と言 わ れ た テ ニ ソ ンと深 い
親 交 が あ り、 彼 の こと を絶 賛 して い た ことが 「ノ ンセ ンス ・ソ ング』 の 解 説 に
も紹 介 され て い る。 だ か ら、 エ ドワ ー ドは リメ リ ック(5行 俗 謡)の 中 に、 詩
人 と して 厳 密 な押 韻 形 式 を大 切 に しなが ら、 最 大 の 笑 いや ユ ー モ アを どの よ う
に盛 り込 む か が 最 大 の 関心 ご とで あ っ た。 『ノ ンセ ンス ・ソ ング』 の解 説 で も
述 べ て い る よ う に、 「エ ドワ ー ドの リメ リ ック は他 人 の 追 従 を許 さ な い 逸 品 で
あ った」 と記 され て い る。 この よ うな点 で エ ドワ ー ドが 「蔭 の 桂 冠 詩 人 」 と言
われ て い る所 以 で あ ろ う。
　 この こと は ホ フ マ ンの 『も じゃ も じゃ ペ ー タ ー』 にお いて も、 子 ど もを 対 象
と した笑 いや ユ ー モ ア を盛 り込 み 、 お 話 の構 成 と して も起 承 転 結 を 踏 まえ た仕
上 が りに な って い る。 しか も、 そ の笑 いや ユ ー モ ア は単 な る面 白 さを 表 現 す る
だ けで な く、 読 み 終 わ った後 も余 韻 を残 す よ うな結 末 を 演 出 して い る。 ナ ンセ
ンス絵 本 の も っと も難 しい と ころで あ る と考 え られ るが 。 最 終 的 に はや は り文
学 的 な価 値 や 評 価 が どれ ほ ど認 め られ るか で 、 その 作 品 が 後 世 に読 み 継 が れ て
い くか で 立 証 され る。 こ うい う意 味 で は、 エ ドワ ー ドもホ フ マ ンも現 代 まで 読
み継 が れ て い る事 実 か ら、 そ の偉 大 さが 理 解 で き る。 もち ろん 、 残 念 な が ら絶
版 に な った本 もあ り、 読 者 の 目 に触 れ に くい状 況 も出 て きて い るが 、 改 め て エ
ドワ ー ドや ホ フ マ ンが 遺 して くれ た ナ ンセ ンス絵 本 の 原 点 に返 る こ とで 日本 に
お け る ナ ンセ ンス絵 本 を見 る 目 を養 う こと に繋 が って い くと考 え られ る。
　 いず れ に しろ エ ドワ ー ド・リア や 児童 文学 の ル イ ス ・キ ャロル が 描 き出 した奇
想 天 外 で 破 天 荒 な ユ ー モ アや 笑 いが 付 け た先 鞭 は、 後 の 児 童 文 学 に大 き な影 響
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を与 え た こと を 「子 ど もの本 の歴 史 』(柏 書 房)のp.213以 降 で 述 べ て い る。
5　 日本 にお け る ナ ン セ ン ス絵 本
　 日本 で もナ ンセ ンス絵 本 が 注 目 され る よ うに な り、 理 屈 な しに面 白 くお か し
い絵 本 が 、 子 ど もた ち を いつ の問 にか 夢 中 に させ て い る。 その ナ ンセ ンス絵 本
と して 有 名 な長 新 太 と佐 々木 マ キ を取 りあ げて み よ う。
(1)長 新 太 の絵 本
　 日本 で は ナ ンセ ンス絵 本 の代 表 と して あ げ られ るの が 長 新 太 で あ る。
　 長 新 太 の作 品 の 「キ ャベ ツ くん 』(文 研 出版)を 例 に解 説 す る こ とに しよ う。
　 この作 品 は、 ブ タ ヤ マ さん と い う主 人 公 が 、 お 腹 が す いて い るの で キ ャベ ツ
を食 べ る と、 キ ャベ ツ くん が 「ぼ くを たべ る と キ ャベ ツ に な る よ!」 と言 った
とお り、 キ ャ ベ ツ に な って ブ タヤ マ さん が 空 に浮 か ぶ 。 続 い て、 「じ ゃあ 、 ヘ
ビが き み を たべ た ら、 ど うな るん だ?」 と聞 くと、 ブ タ ヤ マ さん はお 団 子 み た
い な キ ャベ ツ の ヘ ビが 空 に浮 か ん だ 。 この よ うに、 い ろ い ろ な動 物 が 次 か ら次
へ とキ ャベ ツ を食 べ る と、 そ の動 物 と キ ャベ ツが 合 体 した生 き物 にな り、 空 に
浮 か ぶ ので あ る。 この奇 想 天 外 な発 想 は、 なか なか 大 人 に は受 け入 れ が た い発
想 で あ るが 、 ど うい うわ けか 幼 い子 ど もが 読 む と腹 を抱 え て 笑 うの で あ る。 こ
の よ うに お話 を読 ん で も大 人 と子 ど もの受 け取 り方 に大 き な違 いが あ る。 そ れ
だ け子 ど もの発 想、は柔 軟 で 想 像 力 が 豊 か なの で あ る。
　 で は この本 の結 末 は ど うか 。 ナ ンセ ンス絵 本 が 大 切 に して い る余 韻 を 残 す よ
うな終 わ り方 な のか 、 見 て み る こと に しよ う。 最 後 の ペ ー ジを 取 りあ げ る と、
次 の よ うに な って い る。
ブ タ ヤ マ さん は　 も う　 な に も　 い い ませ ん 。
キ ャベ ツ くん が 「む こ うにお い しい レス トラ ンが 　 あ るか ら　 な にか
ごち そ う して あ げ る よ」 と い い ま した。
ブ タヤ マ さん は　 よだ れ が 　か ぜ に の って 　 や わ らか く
なが れ て い き ま した。
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　 た だ お話 の 中で 、 動 物 が キ ャベ ツ を食 べ た ら、 キ ャベ ツ と合 体 した生 き物 に
な る とい う設 定 だ けで はな く、 最 初 か らお腹 がす いて い る ブ タヤ マ さん だ か ら、
最 後 に は ぼ くを たべ るか わ りに、 レス トラ ンで お い しい もの を ご馳 走 して ブ タ
ヤ マ さん が 満 足 で き る よ うに して い る。 お 話 を聞 いて い る子 ど もた ち も ほ っ と
す る ので あ る。 そ うす る と、5ペ ー ジ目 の ブ タ ヤ マ さん が キ ャベ ツを 食 べ る と
ころか ら最 後 か ら2ペ ー ジまで は架 空 の世 界 の お 話 で 、 最 後 に ま た現 実 に戻 る
よ うに構 成 され て い る こ と も理解 で き る。 ナ ンセ ンスの要 素 も含 み なが ら、 フ ァ
ンタ ジー の よ うな別 世 界 を描 いて い るよ うに も見 え るが 、 い ろい ろ な動物 が キ ャ
ベ ツ を食 べ る こと に は論 理 性 が な い ので 、 や は りナ ンセ ンス絵 本 の 性 格 が 強 い
とい え る。
　 長 新 太 は ナ ンセ ンス絵 本 の 日本 にお け る代 表 と して 挙 げ られ るが 、 まだ まだ
文 学 的 な意 味 で は完 成 の域 で は な い よ うに思 わ れ る。 そ れ は エ ドワ ー ド ・リア
や ホ フ マ ンが 求 め た高 い文 学 性 と比 較 す れ ば。 ただ 、 長 新 太 は もっ と庶 民 的 な
娯 楽 の よ うな ユ ー モ アや 笑 い を演 出 した点 で は、 日本 の ナ ンセ ンス絵 本 の 草 分
け的 な存 在 で あ る こと は事 実 で あ る。
(2)佐 々木 マ キ の絵 本
　 佐 々木 マ キ は、 エ ドワ ー ド ・リア の 『ナ ンセ ンスの 絵 本 』 の 詩 に、 自分 の 絵
を書 き添 え た 「たわ ごと師 た ち』(佐 々木 マ キ　 訳 ・画 、 福 音 館 書 店)が あ る。
佐 々木 マ キ は エ ドワ ー ド ・リア の類 まれ な詩 と絵 に惹 か れ て い た こ とが よ くわ
か る。 彼 自身 もナ ンセ ンス絵 本 の領 域 で 活躍 した 日本 の絵 本 作 家 の一 人 で あ る。
① 『ぶ た の たね 』 佐 々木 マ キ、 絵 本 館
　 この本 の続 刊 に 「ま た ま た　 ぶ た の たね 』 が あ る。 この 話 は、 間 抜 けな オ オ
カ ミが ブ タの種 を植 え て 、 ブ タの木 が 大 き くな って、 ブ タが い っぱ いな った ら、
それ を食 べ よ うとす るが 、 結 局 、 ど じな こと を して 食 べ られ な い と い う結 末 で
あ る。 この ブ タ の木 と い う発 想 が 面 白 い のだ が 、 あ ま りに も非 現 実 的 で 小 学 校
高 学 年 以 上 に は なか なか そ の お話 に入 って い け な い よ うな と こ ろ も あ る。 こ う
い う超 自然 的 な発 想 が ナ ンセ ンス絵 本 と して 日本 で は捉 え られ て い るが 、 果 た
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して こ うい う超 自然 的 な 発想 が ナ ンセ ンス絵 本 と して 定 義 して よ いの だ ろ うか。
佐 々木 マ キ の文 章 は普 通 の絵 本 と そん な に も変 わ りが な い。 エ ドワ ー ド ・リア
の文 章 が 韻 を踏 ん だ り、 字 数 を制 限 した り して い る な どの 文 学 的 な 要 素 は少 な
い。 た だ、 ブ タ の種 を植 え て ブ タ の実 が な る と い う発 想 は ま っ た く論 理 性 が な
い し、 ナ ンセ ンス的 な要 素 が 強 い こと は事 実 で あ る。
②『 ム ッ シュ ・ム ニ ュ エ ル を こ し ょ うか い します 』 佐 々 木 マ キ、 絵 本 館
　 この お話 は、 ム ッ シュ ・ム ニ エ ル と い う手 品 師 が 弟 子 にす る と い う子 ど もを
さ ら うた め に魔 法 を使 うのだ が 、 それ に失 敗 して 、 ま た元 通 りに して しま う と
い う もので あ る。 この話 で は、 呪 文 で 変 な魚 に姿 を変 え た ビ ンが 、 空 を 飛 ん で
い き、 弟子 に しよ う と して い る少 年 だ けで な く、 少 女 も さ ら って くるの で あ る。
呪 文 を唱 え る と ビ ンは変 化 し、 少 年 を さ ら う場 面 な ど は そん な に も抵 抗 な く理
解 で き る。 この本 の中 で 呪 文 を唱 え て 、 ビ ンを魚 に変 え る と い うと こ ろや 、 ま
た最 後 の魚 か ら ビ ンに戻 す と い う場 面 以 外 は、 何 も超 自然、的 なで き ご と はな い
し、 ナ ンセ ンス絵 本 の分 類 に入 れ るべ きか 迷 うよ うな作 品 で あ る。 佐 々 木 マキ
は、 この よ うな作 品 も数 多 い。 ただ 、 と ころ ど ころ、 文体 が統 一 され て い た り、
繰 り返 しの リズ ム を用 い た り して い る と ころ もあ る。 この あ た りは、 や は りナ
ンセ ンス絵 本 を意 識 して い る ので は な いだ ろ うか 。
(3)日 本 の ナ ンセ ンス絵 本 の特 徴
　 長 新 太 や 佐 々木 マ キ の作 品 に触 れ る と、 エ ドワ ー ド ・リアの ナ ンセ ンス絵 本
と違 って い る ことが 理 解 で き る。 ただ 、 日本 で は、 長 新 太 や 佐 々木 マキ な どの
奇 想 天 外 な発 想 な ど を捉 え て ナ ンセ ンス絵 本 と結 び付 けて い る よ う な と こ ろが
あ る。 つ ま り、 日本 で ナ ンセ ンス絵 本 と呼 ばれ て い るの は、 絵 本 の 中 の 登 場 人
物 や 出来 事 な どが 奇 想 天 外 で 、 日常 の あ り得 な い現 象 な どを 表 現 して い るだ け
の もの と思 わ れ る。 だ か らエ ドワ ー ド ・リア な どが 描 いた ナ ンセ ンス絵 本 とは、
全 く違 う もの と して 捉 え る方 が よ い。
これ まで の 日本 の ナ ンセ ンス絵 本 と い う もの は、 ど ち らか と い う と奇 想 天 外
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で 超 自然 的 で あ るが 、 文 学 的 な要 素 は あ ま りな い。 だ か ら、 日本 の ナ ンセ ンス
絵 本 は 「ユ ー モ ア絵 本 」 と して の性 格 が 色 濃 い と考 え て もよ い。 そ う い う 目で
見 る と、 日本 で は ユ ー モ ア絵 本 の作 家 は多 数 い る こ とが わ か る。
　 日本 の ナ ンセ ンス絵 本 を この よ うな視 点 で 見 て い くと、 長 新 太 や 佐 々 木 マキ
な ど は、 も っと も奇 想 天 外 で 超 自然 的 な内 容 を扱 って い る こ と も理 解 で き る。
こ うい う点 で は、 単 な る 日本 の ユ ー モ ア作 家 と異 な る と こ ろで もあ る。
6　 ナ ン セ ン ス絵 本 セ ラ ピーの 実 践
(1)ナ ンセ ンス絵 本 を使 った実 践
　 こ こで は長 新 太 の『 な に を た べ たか 　 わ か る?』(絵 本 館)の 絵 本 を 用 い て
絵 本 セ ラ ピー の研 修 を実 施 した。 そ こで の参 加 者 の 感 想 を 参 考 に述 べ て い きた
い。 研 修 で は次 ペ ー ジの下 記 の よ うな ワ ー ク シー トを用 意 し、 各 自が 絵 本 を 読
ん だ後 で 、 ワ ー ク シー トに記 入 して か ら、 グル ー プ ご と に話 し合 いを した。 グ
ル ー プで 話 し合 う ことで 、 お互 い の意 見 が 深 め られ て 、 内 容 が 盛 り上 が って い
く と考 え たか らで あ る。
　 まず この絵 本 の あ らす じを述 べ て お き た い。
　 ネ コが 大 き な魚 を釣 った。 それ を ネ コが 背 中 に抱 え て 運 ん で い る間 に、 そ れ
を見 て い る ネ ズ ミ、 うさ ぎ、 いぬ 、 たぬ き、 きつ ね 、 ぶ た、 ゴ リラ な どを 順 番
に魚 が 食 べ て い く。 そ の間 に もネ コが 背 中 に抱 え て い る魚 は どん どん 太 って い
き、 しま い に ネ コは重 さ に押 しつ ぶ され て しま う。 そ こで ネ コ は魚 に食 べ られ
るか も しれ な い の に、 魚 に近 づ き、 今 度 は ネ コが 魚 を食 べ 始 め る。 そ して 、 ネ
コは魚 をす っか りと食 べ て しま った。
　 最 後 は、 この よ うな文 で 終 わ って い る。
ね こは さか な をぜ ん ぶ
たべ て しま ったん だ けれ ど、
ね こが たべ た の は
さか なだ けで は な いん だ よ
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なん となんとなんと
なん となんとなんと
なにを
たべたかわかる?
次 が 研 修 に実 施 した ワ ー ク シー トで す 。
<絵 本 セ ラ ピー講 座 　 NO.2>
「何 を た べ た か 　 わ か る?』(長 新 太 、 絵 本 館)を 読 ん で 、 次 の こ と にっ
いて 考 えて み ま し ょ う。
① 魚 は次 か ら次 へ と食 べ て い る の に、 ど う して 猫 を食 べ な か ったの で し ょ
　 う。
② 猫が魚を食べ、最後に 「なにを たべたかわかる?」 と言っています。
　あなたは何を食べたと思いますか。
③ この絵 本 の テ ー マ は何 で し ょ うか 。
④ 長 新 太 は この絵 本 で どの よ うな メ ッセ ー ジを発 して い るので し ょうか。
　 この絵 本 に つ い て、 ワ ー ク シー トの ① ～④ に つ いて 参加 者 か ら感 想 を 聞 い て、
グ ル ー プ で 話 し合 い を行 った 。 そ の分 析 が以 下 の よ うで あ る。(*実 際 に 現 物
の絵 本 を見 なが ら、 次 の感 想 を読 む とわ か りや す い と思 わ れ る。)
(2)絵 本 セ ラ ピー講 座 の感 想、
① 魚 が 次 か ら次 へ と食 べ て い る の に、 ど う して猫 を食 べ な か ったの で しょ う。
・魚 は猫 に食 べ られ る もので 、 猫 は魚 を食 べ る もの だ か ら
・他 の動 物 を食 べ て い る間 に、 お 腹 が 大 き くな っ たか ら
・担 いで も ら って い る ので 、 最 後 に食 べ よ うと思 って い た
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・寝 て い る猫 の夢 だ か ら。 す べ て 猫 の夢 だ か ら
・猫 を食 べ る こと に気 が 付 か なか った(魚 が 猫 につ られ たの で)
・猫 につ られ た存 在 だ か ら、 「食 」 の対 象 に は な らな か った
・海 か ら釣 り上 げて も ら ったか ら
・魚 は猫 に食 べ られ る もの と い う力 関 係 が あ るか ら
・猫 まで 魚 の 口が 届 か なか ったか ら
・魚 は猫 につ られ た負 い 目が あ るか ら
・魚 か ら した ら猫 が 食 べ 物 に見 え な いか ら
　参加者か ら以上のような意見が出てきた。実に様々な捉え方があり、この絵
本を読んだ時の多様な考え方に驚かされる。ここで考え方を大きく分けると次
のようになる。現実の話として捉えるか、夢のような話として捉えるのかであ
る。まず現実の話とした場合に、あまりにもありえない現象が起きている。魚
の大きさについて も、次々と動物を食べていくことについて も違和感がある。
　では、架空の話として捉えると、夢の話か、想像上のお話かという考え方が
できる。一般的にナンセンス絵本は、ありえない超自然的な現象が多いことか
ら想像上のお話と捉えるのが妥当と考え られる。
　そう考えていくと、猫は魚を食べ、魚は猫に食べ られるものという一般的な
話ではなく、 もっと自由な考え方ができるように思われる。猫と魚の力関係も
そうか もしれない。
　 これは読者にも魚が猫を食べるだろうと予想させておいて、長新太がわざと
その逆の展開に持 っていったように考えて もよいのか もしれない。そこにナン
センス絵本としての特徴が出ている。魚がいろいろな動物を次か ら次へと食べ
ていくことも実際にはありえないことだが、 もしそういう魚がいたら大変なこ
とになると読者にも思わせ、普通の魚の概念を覆す描き方を しているのに、最
後には読者が思いもしない結末が待 っている。これがナンセンス絵本の本質で
あり、そこに笑いとユーモアを織 り交ぜて描かれてこそ、ファンタジー文学に
ないような理詰めではない奇想天外なス トーリーになっていることがわかる。
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　ナンセンス絵本の本質を十分に調べていくと、ス トーリーの展開の意外性や
逆転の発想なども理解できる。 これは、やはりファンタジー文学が空想の登場
人物や事象を扱 う場合にその筋道の論理性を重ん じるのに対 して、ナンセンス
絵本は全 く論理的ではないにしろ、計算された意外性の面白さやユーモアとい
うものが読者に笑いを届けていることがわかる。
② 猫 が 魚 を食 べ 、 最 後 の 「な に を たべ たか わ か る?」 と言 って い ます 。 あ
　 な た は何 を食 べ た と思 い ます か 。
・魚 が 食 べ たす べ て の動 物 の 「ね ず み 、 ウサ ギ、 ・ …　 　 、 ご り ら」
・夢 の 中味
・魚
・自分 で は気 づ か な い い ろ い ろ な命 を い ただ いて い る
・猫 は魚 を食 べ た と思 って い る。 しか し、 魚 は い ろ い ろ な もの を 食 べ て い るの
　 に知 らな いだ け
・ひ たす ら生 きて い る道 の りで 、 知 らぬ 間 に い ろ い ろ な もの を い ただ き、 食 べ
　 る ものだ けで な く、 大 き な試 練 も表 して い るの で は な いか
・猫 は一 方 向 を歩 いて い る。 魚 は次 々 に食 べ る もの が 大 き くな る。 だ か ら今 ま
　 で の もの をす べ て 食 べ た こと を意 味 して い るの か も
　 ここでもいろいろな意見が出てきた。これはやはり子どもたちに聞いても様々
な考え方が出てきそうである。絵本の中で もこのようにオープンエンド的な結
末の本は少ない。それだけに長新太はお話の奇想天外な意外性に加え、結末も
読者に楽 しんで もらうためにこのようにしたのであろう。
　 これには答えがないのである。それは読者が読んで自分自身の想像で考える
ところに面白さがあり、一人一人違 っていて もよいのである。ここの感想にあ
るように単なる魚と答える人 もいるし、魚が食べたすべての動物と答える人も
いるだろう。さらに現実の世界ではなく、猫自身が夢の中の世界で食べている
という考えもできる。
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　 グ ル ー プで 話 し合 うと様 々 な意 見 が 出て くる。 そ して その 中 で 一 人 ひ と りの
作 品 の捉 え方 の違 い を知 る こと も楽 しみ と な って い く。 そ うい う他 人 の 感 性 を
感 じなが ら進 めて い く ことが セ ラ ピー に繋 が って い くの で あ る。
⑧ この絵 本 の テ ー マ は なん で し ょ うか 。
・知 らな い うち に知 らな い ことが お きて いて 、 危 な い場 面 に出 会 って い るの に
　 常 に く ぐ り抜 けて い る と い う幸 運
・油 断 す る と、 自分 の身 に もふ りか か る
・次 々 に い ろ い ろ な もの を食 べ て い くと い う意 外 性 とわ くわ く感
・ひ たす ら歩 いて い るが 、 当 た り前 の よ うに片 付 いて い る こ と もあ り、 な ん と
　 か な る と い う こと
・猫 が 人 間 だ と した ら、 食 物 連 鎖 の頂 点 に人 間 が い る
・意 外 性 の面 白 さ。 「あ りえ な い」 と言 い な が ら聞 け る楽 しさ
　 これはナンセンス絵本というものが理解できていれば、この作品は案外理解
しやすい。最後の方の意見のように、 この絵本は意外性の面白さであるといっ
てよい。まず魚が動物を食べるということは、一般的な考え方であれば逆であ
るか らパロディとなっている。そのあり得ないことを繰 り返 しなが ら、最後に
食べたものが、また食べ られるという意外な結末を迎える。そこにナンセンス
絵本独特の要素を含んでいる。読者が予想 もしえない展開が読者を驚かせ、そ
の意外性が笑いを誘 うのである。 しか も、最後には長新太自身が余韻を残すた
めに読者にも考えさせるような余地を残 している。ナンセンス絵本としては、
かなり質の高い作品であると評価できる。
④ 長 新 太 は この絵 本 で ど の よ うな メ ッセ ー ジを発 して い るの で し ょうか 。
・命 はつ なが って い る と い う こと
・生 き る た め に い ろ い ろ な命 を い ただ いて い る と い うこ と
・次 は何 が 起 き るか わ か らな い と い う こと
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・この世 に は信 じ られ な い ことが 起 こるか も しれ な い
・食 物 連 鎖 が 揺 ら ぐ可 能 性
・自分 た ち を食 べ る ものが 出て くるか も しれ な い
・自分 が 食 べ る もの に は た くさん の命 が っ ま って い る
・魚 が 運 ばれ る間 に た くさん の命 を い ただ いて い る。 猫 は全 くその こ と に気 付
いて い な い。 いっ で も この逆 もあ り得 る
・命 はつ なが って い る
・生 き る た め に い ろ い ろ な命 を い ただ いて い る
　 この絵 本 の メ ッセ ー ジの捉 え 方 は上 記 の よ うに い ろ い ろ な考 え 方 が あ る こ と
が わか る。 作 品 の捉 え 方 が それ だ け い ろ い ろ な もの が あ る と い うこ と は、 読 む
とき の鑑 賞 の幅 が あ る と い う ことで あ り、 作 品 の 質 の 高 さを 象 徴 して い る。
　 長 新 太 は 「い の ち」 と い うテ ー マで 、 食 物 連 鎖 の パ ロ デ ィを 演 出 しな が ら、
最 後 に は お話 の 「落 ち」 もつ けて い る。 あ り得 な い よ うな意 外 性 を 締 め く くる
形 と して 、 猫 が 魚 を食 べ る よ うに持 って きて い る。 これ に は い ろ い ろな 意 味 も
含 まれ て い るが 、 何 で も思 い上 が って 自分 の 思 い通 りに こ とを 進 め て い る と、
大 き な落 と し穴 が あ るか も しれ な い と い うこ と まで 示 唆 され るて い よ うな 気 が
す る。
　 本 来 ナ ンセ ンス絵 本 は、 こ こまで 考 え て 描 か れ て い な いか も しれ な いが 、 読
者 の読 み取 りの幅 が 広 く、 どん な感 想 が 出て くるか わ か らな い よ う な絵 本 こそ
絵 本 セ ラ ピー に向 いて い る と言 え るで は な いだ ろ うか 。
　 ナ ンセ ンス絵 本 を読 み 解 いて い く ことで 、 自分 の 考 え 方 の 視 野 を 広 げ た り、
他 人 の考 え方 を理 解 した り、 自分 に取 り入 れ られ る よ うな考 え 方 に出 会 っ た り
す る こ とで 、 絵 本 セ ラ ピー の本 来 の 目的 が 達 成 され て い くよ うに考 え る。 理 屈
な く楽 し く、 面 白 い要 素 を持 っ ナ ンセ ンス絵 本 は、 生 活 の 中 で も笑 いや 楽 しみ
を届 けて くれ る大 き な要 素 を持 って い る。 その 笑 いや 楽 しみ は人 々 の 心 の 緊 張
を解 き ほ ぐ し、 精 神 的 な安 らぎ を届 けて くれ るの で あ る。 これ こそ が 絵 本 セ ラ
ピーが 目指 す もの の一 つ で もあ る。 本 研 究 で 扱 っ た ナ ンセ ンス絵 本 が 絵 本 セ ラ
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ピー と して の効 果 が 期 待 で き る こと は間 違 い な い と確 信 して い る。
お わ りに
　 本 研 究 で は、 ナ ンセ ンス絵 本 と そ の セ ラ ピー効 果 につ いて 述 べ て き た。 日本
で は、 ナ ンセ ンス絵 本 につ いて の専 門 書 が ほ とん ど な いの が 現 状 で あ る。 そ こ
で 、 イ ギ リス の エ ドワ ー ド ・リアや ドイ ツの ハ イ ン リ ヒ ・ホ フ マ ンの 絵 本 だ け
で な く、 彼 らの解 説 書等 か ら、 ナ ンセ ンス絵 本 とは何 か、 どの よ うな特徴 を持 っ
て い るか な ど の分 析 を試 み た。 本 文 で も述 べ て い る よ うに、 ナ ンセ ンス絵 本 は
ナ ンセ ンス文 学 に も大 き な影 響 を与 え て い る こ とが わ か る。
　 こ こで は ナ ンセ ンス絵 本 の み に 焦 点 を 当 て た た め に、 エ ドワー ド ・ リァ の
「黄 金 の 川 の王 さ ま』(青 土 社)、 『ヴ ィク ト リア朝 妖 精 物 語 』(筑 摩 書 房)な ど
に収 め られ て い る 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 と は ちが っ た少 し長 い詩 集 な ど は紹 介
で き なか った。 さ らに『 み みず くと ミ ミー 』(ほ るぷ 出版)の よ うに ロマ ンチ ッ
ク な詩 も見 られ る。 エ ドワ ー ドは ナ ンセ ンス絵 本 だ けで な く、 幅 広 い分 野 で の
詩 集 が 見 られ る ことが わ か る。
　 ま た ナ ンセ ンス文 学(絵 本)は フ ァ ンタ ジー文 学 と並 ぶ 代 表 的 な文 学 形 式 で
あ る こ と もわ か る。 この よ うな エ ドワ ー ドや ホ フ マ ンの 著 作 か ら、 ナ ンセ ンス
絵 本 の概 要 や 特 徴 が 明 らか に な って き た。 この よ うな視 点 か ら、 日本 にお け る
ナ ンセ ンス絵 本 を見 て い くと、 そ の違 いや 特 徴 も明 らか に な って くる。
　 日本 の ナ ンセ ンス絵 本 は、 エ ドワ ー ドや ホ フ マ ンな どの ナ ンセ ンス絵 本 と は
異 な り、 日本 独 自 の ス タ イ ルが で きつ つ あ る こ と も理 解 で き る。 いわ ゆ る 日本
にお け るナ ンセ ンス絵 本 の分 野 が 少 しず つ 固 ま りつ つ あ るの で は な いだ ろ うか。
しか し、 ナ ンセ ンス絵 本 と ユ ー モ ア絵 本 との 違 いや 境 界 の よ うな と こ ろ は、 ま
だ ま だ これ か らの課 題 で あ る。
　 この ナ ンセ ンス絵 本 を活 用 した絵 本 セ ラ ピー は、 子 ど もだ けで な く大 人 に対
して も、 笑 い と ユ ー モ ア な どが 癒 しにつ なが って い る。 フ ァ ンタ ジー文 学 の よ
うな論 理 性 は な い に しろ、 ナ ンセ ンス絵 本 の 奇 想 天 外 な発 想 や 出 来 事 は、 無 意
識 の 内 に読 者 の心 を開 き、 楽 しめ る世 界 へ と導 いて くれ る。 この こ と こそ が ナ
(60)
ンセ ンス絵 本 の セ ラ ピーで は な いか と思 わ れ る。 今 後 、 ます ます この よ うな 分
野 で の研 究 が 深 ま って い く こと を期 待 した い。
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